
1

２００７年２月７日

２００７年（平成１９年）３月期
第３四半期

財務・業績概況 説明資料

東レ株式会社



2

目次

Ⅱ．２００７年３月期業績見通し（連結）

・連結業績見通し (P20)

・事業セグメント別業績見通し (P21)

Ⅲ．２００７年３月期単体業績見通し

・単体業績見通し （P23）

Ⅰ．２００７年３月期第３四半期

財務・業績概要（連結）

・連結業績の概要

（第３四半期まで累計） (P4)

・連結業績の概要（第３四半期） (P5)

・営業外収支（第３四半期） (P6)

・特別損益（第３四半期） (P7) 

・連結業績の概要（財政状態） (P8)

・設備投資額・減価償却費 (P9)

・事業セグメント別業績 (P10-17) 

・営業利益増減要因分析 (P18)



3

Ⅰ. ２００７年３月期第３四半期
財務・業績概要（連結）



4

連結業績の概要（第３四半期まで累計）
億円

売 上 高 10,265 11,296 +1,031 (+10.0%)

売 上 原 価 8,130 9,007 +877 (+10.8%)

売 上 総 利 益 2,135 2,289 +154 (+7.2%)

（ 売 上 高 総 利 益 率 ） 20.8% 20.3% -0.5 ポイント

販 売 費 及 び
一 般 管 理 費 1,557 1,648 +91 (+5.9%)

（ 売上高販管費比率） 15.2% 14.6% -0.6 ポイント

営 業 利 益 578 641 +63 (+10.8%)

（ 売上高営業利益率） 5.6% 5.7% +0.0 ポイント

営 業 外 収 支 ▲ 37 ▲ 26 +11

経 常 利 益 542 615 +74 (+13.6%)

特 別 損 益 ▲ 48 ▲ 110 -62

税 前 利 益 493 505 +12 (+2.5%)

純 利 益 280 406 +126 (+45.1%)

増減
06年3月期

(4-12月累計）
07年3月期

(4-12月累計）

（注）３月期決算会社は４～１２月の業績、１２月期決算会社は１～９月の業績を連結
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連結業績の概要（第３四半期）
億円

０６年３月期 ０７年３月期

第３四半期 第３四半期

売 上 高 3,477 3,834 +357 (+10.3%)

売 上 原 価 2,763 3,066 +304 (+11.0%)

売 上 総 利 益 715 768 +53 (+7.4%)

（ 売 上 高 総 利 益 率 ） 20.6% 20.0% -0.5 ポイント

販 売 費 及 び
一 般 管 理 費 525 556 +31 (+5.9%)

（ 売 上 高 販 管 費 比 率 ） 15.1% 14.5% -0.6 ポイント

営 業 利 益 190 212 +22 (+11.6%)

（ 売 上 高 営 業 利 益 率 ） 5.5% 5.5% +0.1 ポイント

営 業 外 収 支 ▲ 17 ▲ 2 +15

経 常 利 益 173 210 +37 (+21.2%)

特 別 損 益 11 1 -10

税 前 利 益 185 211 +27 (+14.4%)

純 利 益 112 126 +13 (+11.9%)

増減

（注）３月期決算会社は１０～１２月の業績、１２月期決算会社は７～９月の業績を連結
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営業外収支（第３四半期）

億円

０６年３月期
第３四半期

０７年３月期
第３四半期

増減

営業外収益 39 49 +10

受取利息及び配当金 7 10 +3

持分法による投資利益 17 20 +3

雑収益 14 18 +4

営業外費用 ▲ 55 ▲ 50 +5

支払利息 ▲ 21 ▲ 27 -6

雑損失 ▲ 34 ▲ 23 +11

営業外収支 ▲ 17 ▲ 2 +15

金融収支 ▲ 14 ▲ 17 -3

雑収支 ▲ 20 ▲ 5 +15

注）収益はプラス、費用はマイナス（▲）で表示
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特別損益（第３四半期）

億円

０６年３月期
第３四半期

０７年３月期
第３四半期

増減

特別利益 24 15 -9
有形固定資産売却益 3 1 -2
投資有価証券売却益 21 14 -7

特別損失 ▲ 13 ▲ 14 -1
有形固定資産売却廃棄損 ▲ 8 ▲ 11 -3
減損損失 - ▲ 1 -1
投資有価証券評価損 ▲ 0 ▲ 0 +0
構造改善費用 ▲ 5 ▲ 2 +3
在外子会社退職給付引当損 ▲ 0 ▲ 0 +0
その他 ▲ 0 - +0

11 1 -10ネット特別損益

注）収益はプラス、費用はマイナス（▲）で表示
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連結業績の概要（財政状態）

億円

棚卸資産の増加等

投資有価証券の増加等

設備投資の増加等

０６年９月末 ０６年１２月末 増減 特記事項
０６年３月末
＜ご参考＞

資産合計 15,618 16,142 +524 15,374
流動資産 6,866 7,109 +243 6,623
有形固定資産 5,949 6,137 +188 5,862
無形固定資産 123 129 +6 115
投資その他 2,681 2,767 +87 2,774

０６年９月末 ０６年１２月末 増減 特記事項
０６年３月末
＜ご参考＞

9,571 9,902 +331 9,467
流動負債 5,893 6,245 +352 5,379
固定負債 3,678 3,657 -20 4,088

- - - 537
- - - 5,370

6,047 6,240 +192 -

5,074 5,292 +217 4,844

0.92 0.94 +0.01 0.90Ｄ／Ｅレシオ*

純資産合計

負債合計

有利子負債残高

少数株主持分

資本合計

＊０６年３月末は、有利子負債残高／資本合計
０６年９月末、０６年１２月末は、有利子負債残高／自己資本（＝純資産合計－少数株主持分）
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設備投資額・減価償却費

億円＜07年3月期第3四半期まで累計＞
06年3月期

(4-12月累計）
07年3月期

(4-12月累計）
増減 特記事項

07年3月期
年間見通し

612 747 +135 東レ：３２９、国内：７３、海外：３４５ 1,200

465 516 +51 東レ：２０５、国内：７５、海外：２３６ 740

92 43 -49

239 275

＜07年3月期第3四半期＞
06年3月期
第３四半期

07年3月期
第３四半期

増減 特記事項

294 233 -60 東レ：１０８、国内：２７、海外：９８

161 182 +20 東レ：７５、国内：２６、海外：８０

69 136 +68

201 188

有形固定資産増減

設備投資額

減価償却費 　　　　－）

振替・除却等

設備投資額

減価償却費 　　　　－）

振替・除却等

有形固定資産増減

主な設備投資
＜国内＞ 東レ(愛媛） ： 炭素繊維・プリプレグ設備

東レﾌｨﾙﾑ加工 ： フィルム加工設備
＜海外＞ ＴＳI（韓国） ： 光学用フィルム設備



10

事業セグメント別業績（売上高／営業利益）

＜07年3月期第3四半期まで累計＞ 億円

06年3月期
（4-12月累計）

07年3月期
（4-12月累計）

06年3月期
（4-12月累計）

07年3月期
（4-12月累計）

繊維 4,319 4,578 +259 (+6.0%) 146 144 -1 (-0.9%)

ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ･ｹﾐｶﾙ 2,486 2,798 +312 (+12.6%) 133 126 -6 (-4.7%)

情報通信材料・機器 1,692 1,972 +279 (+16.5%) 198 218 +20 (+10.2%)

炭素繊維複合材料 380 503 +122 (+32.2%) 87 130 +43 (+49.4%)

環境・ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ 902 968 +66 (+7.4%) ▲ 8 4 +12 ( - )

ﾗｲﾌｻｲｴﾝｽその他 485 477 -9 (-1.8%) 26 29 +3 (+11.3%)

(内医薬・医療) 305 304 -2 (-0.5%) 9 8 -2 (-17.4%)

計 10,265 11,296 +1,031 (+10.0%) 582 652 +70 (+12.1%)

消去又は全社 ▲ 3 ▲ 11 -8

連結 10,265 11,296 +1,031 (+10.0%) 578 641 +63 (+10.8%)

売上高 営業利益

増減 増減
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事業セグメント別業績（売上高／営業利益）

＜07年3月期第3四半期＞ 億円

０６年３月期
第３四半期

０７年３月期
第３四半期

０６年３月期
第３四半期

０７年３月期
第３四半期

繊維 1,432 1,560 +128 (+9.0%) 42 50 +8 (+18.1%)

ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ･ｹﾐｶﾙ 898 952 +54 (+6.1%) 46 40 -7 (-14.3%)

情報通信材料・機器 581 694 +113 (+19.4%) 67 73 +6 (+8.8%)

炭素繊維複合材料 136 184 +48 (+35.0%) 28 42 +14 (+48.5%)

環境・ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ 283 290 +7 (+2.6%) 4 3 -1 (-28.1%)

ﾗｲﾌｻｲｴﾝｽその他 148 154 +6 (+4.0%) 6 9 +3 (+58.5%)

(内医薬・医療材) 102 104 +2 (+1.7%) 3 2 -1 (-44.1%)

計 3,477 3,834 +357 (+10.3%) 193 216 +23 (+11.8%)

消去又は全社 ▲ 3 ▲ 4 -1

連結 3,477 3,834 +357 (+10.3%) 190 212 +22 (+11.6%)

売上高 営業利益

増減 増減
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事業セグメント別業績（繊維）

億円

０６年３月期
第３四半期

０７年３月期
第３四半期

０６年３月期
第３四半期

０７年３月期
第３四半期

東レ 289 301 +12 (+4.1%) 14 11 -3 (-19.5%)

国内 719 771 +52 (+7.3%) 16 25 +9 (+56.5%)

海外 423 487 +64 (+15.2%) 13 14 +2 (+12.3%)

修正 ▲ 0 ▲ 1 -0

計 1,432 1,560 +128 (+9.0%) 42 50 +8 (+18.1%)

増減 増減

売上高 営業利益

特記事項

原燃料価格の影響を価格転嫁と高付加価値
品へのシフトでカバーし切れず、増収減益。テ
キスタイルは、高級服地用途、スポーツ用途向
け高付加価値品輸出を拡大し、増収増益。

商事子会社が拡販を進め、増収増益。

中国子会社各社の収益改善、およびイタリア
人工皮革子会社が好調に推移したことにより
増収増益。

＜主要関係会社＞
国 内： 東レｲﾝﾀｰﾅｼｮﾅﾙ、一村産業、蝶理 他
アジア： ＰＥＮＦＡＢＲＩＣ（ﾏﾚｰｼｱ）、ＬＵＣＫＹＴＥＸ（ﾀｲ）、ＩＴＳ（ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ)、ＴＦＮＬ（中国） 他

欧 米： ＡＬＣＡＮＴＡＲＡ（ｲﾀﾘｱ） 他
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事業セグメント別業績（ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ･ｹﾐｶﾙ）

億円

０６年３月期
第３四半期

０７年３月期
第３四半期

０６年３月期
第３四半期

０７年３月期
第３四半期

東レ 193 222 +29 (+15.3%) 6 6 +0 (+3.7%)

国内 366 356 -10 (-2.8%) 23 24 +1 (+3.9%)

海外 339 375 +36 (+10.6%) 17 7 -9 (-55.1%)

修正 1 2 +1

計 898 952 +54 (+6.1%) 46 40 -7 (-14.3%)

特記事項

売上高 営業利益

増減 増減

一部商事子会社の不振等により減収となるも、
国内子会社全体では増益。

アジアの樹脂子会社、米国フィルム子会社が拡
販等により、増収となるも、韓国フィルム子会社
が戦略的に情報通信材料・機器セグメントにシフ
トするとともに、フィルム子会社各社の原燃料価
格高騰の影響等もあり、全体として減益。

樹脂事業は自動車用途、家電・ゲーム機等を中
心に、フィルム事業はハイブリッドカー用コンデ
ンサー用途を中心に拡販を進めるも、原燃料価
格高騰の影響を価格転嫁し切れずプラスチック
全体では増収減益。ケミカル事業は増収増益と
なり、全体では増収増益。

＜主要関係会社＞
国 内： 東レﾌｨﾙﾑ加工、東レ・ﾌｧｲﾝｹﾐｶﾙ、曽田香料、蝶理 他
海 外： ＴＰＡ（ｱﾒﾘｶ）、ＴＰＭ（ﾏﾚｰｼｱ）、ＴＰＥｕ（ﾌﾗﾝｽ）、ＴＳＩ（韓国） 他



14

事業セグメント別業績（情報通信材料・機器）

億円

０６年３月期
第３四半期

０７年３月期
第３四半期

０６年３月期
第３四半期

０７年３月期
第３四半期

東レ 238 273 +35 (+14.5%) 30 32 +2 (+5.4%)  

国内 207 252 +46 (+22.1%) 24 33 +9 (+35.2%)

海外 136 168 +33 (+24.0%) 12 8 -4 (-35.9%)

修正 ▲ 0 0 +0

計 581 694 +113 (+19.4%) 67 73 +6 (+8.8%)

特記事項

売上高 営業利益

増減 増減

ＦＰＤ市場の成長に伴うＩＴ関連樹脂・フィルム、
ＰＤＰ関連材料の拡販に加え、半導体関連材料
の好調等もあり、増収増益。

ＩＴ関連機器子会社が液晶カラーフィルター
製造装置を中心に拡販したこと等により、増
収増益。

韓国フィルム子会社は、ＦＰＤ・電子部品関連フ
ィルムおよびフィルム加工品の拡販を進めるも
回路材料が競争激化の影響を受ける等により
増収減益。さらに、韓国回路加工子会社が顧客
の生産調整の影響等もあり、全体で増収減益。

＜主要関係会社＞
国 内： 東レｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ、東レﾌｨﾙﾑ加工 他
海 外： ＴＰＡ（ｱﾒﾘｶ）、ＴＰＥｕ（ﾌﾗﾝｽ）、ＴＳＩ（韓国）、ＳＴＥＭＣＯ（韓国） 他
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事業セグメント別業績（炭素繊維複合材料）

億円

０６年３月期
第３四半期

０７年３月期
第３四半期

０６年３月期
第３四半期

０７年３月期
第３四半期

東レ 113 134 +21 (+18.8%) 15 16 +1 (+6.4%)

国内 76 107 +32 (+41.5%) 1 1 +0 (+33.8%)

海外 103 153 +51 (+49.2%) 13 25 +11 (+85.5%)

修正 ▲ 155 ▲ 211 -56 ▲ 1 ▲ 0 +1

計 136 184 +48 (+35.0%) 28 42 +14 (+48.5%)

特記事項

売上高 営業利益

増減 増減

商事子会社が順調に拡販し、増収増益。

航空宇宙・スポーツ・産業各用途とも旺盛な需要
に対応し、炭素繊維、中間基材、成形品それぞ
れの拡販を進め、増収増益。

航空機用途・産業用途とも旺盛な需要に対応し、
拡販。２００６年１月から増設設備が稼動した米
国子会社の増産・増販効果もあり、増収増益。

＜主要関係会社＞
国 内：東レｲﾝﾀｰﾅｼｮﾅﾙ
海 外：ＳＯＦＩＣＡＲ（ﾌﾗﾝｽ）、ＣＦＡ（ｱﾒﾘｶ）、ＴＣＡ（ｱﾒﾘｶ）

本セグメントでは、日米欧３拠点のグローバルオ
ペレーションの規模が大きく、実態を正しく表す
ために、内部売上高の消去を外枠で記載してい
ます。
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事業セグメント別業績（環境・ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ）

億円

０６年３月期
第３四半期

０７年３月期
第３四半期

０６年３月期
第３四半期

０７年３月期
第３四半期

東レ 18 22 +3 (+19.0%) ▲ 2 ▲ 2 +0 ( - )

国内 262 268 +6 (+2.2%) 5 5 +1 (+13.2%)

海外 3 1 -2 (-65.4%) 0 ▲ 0 -1 ( - )

修正 2 ▲ 0 -2

計 283 290 +7 (+2.6%) 4 3 -1 (-28.1%)

増減 増減

売上高 営業利益

特記事項

エンジニアリング子会社が堅調に推移し、増収
利益横ばい。

水処理事業は逆浸透膜（ＲＯ膜）の輸出が好
調に推移するも、試作費用等の増加もあり、
利益横ばい。

＜主要関係会社＞
国 内： 東レ建設、東レｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ、東レＡＣＥ、水道機工 他
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事業セグメント別業績（ﾗｲﾌｻｲｴﾝｽその他）

億円

０６年３月期
第３四半期

０７年３月期
第３四半期

０６年３月期
第３四半期

０７年３月期
第３四半期

東レ 23 22 -1 (-4.3%) ▲ 3 ▲ 4 -1 ( - )

国内 116 129 +13 (+11.0%) 7 10 +3 (+44.3%)

海外 9 3 -6 (-65.2%) 0 1 +0 (+168.2%)

修正 1 2 +1

計 148 154 +6 (+4.0%) 6 9 +3 (+58.5%)

(内医薬・
医療材) 102 104 +2 (+1.7%) 3 2 -1 (-44.1%)

特記事項

売上高 営業利益

増減 増減

国内の分析事業子会社が堅調に推移し増収
増益。

＜主要関係会社＞
国 内： 東レ・ﾒﾃﾞｨｶﾙ、東レﾘｻｰﾁｾﾝﾀｰ、東レｴﾝﾀｰﾌﾟﾗｲｽﾞ 他
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営業利益増減要因分析（第３四半期まで累計）

億円
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Ⅱ. ２００７年３月期
業績見通し（連結）
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連結業績見通し

億円

前年度実績 今回見通し
中間決算
時見通し

売 上 高 14,275 15,400 +1,125 (+7.9%) 15,500

営 業 利 益 930 1,020 +90 (+9.7%) 1,040

経 常 利 益 877 990 +114 (+12.9%) 1,010

当 期 純 利 益 474 580 +106 (+22.3%) 590

増減

億円【ご参考：通期営業利益見通しに対する進捗率】

０６年３月期 ０７年３月期

第 ３Ｑ まで 累計 営業 利益 578 641

通 期 営 業 利 益
０ ６ 年 ３ 月 期 は 実 績
０ ７ 年 ３ 月 期 は 見 通 し

930 1,020

第 ３Ｑ まで 累計 の進 捗率 62.2% 62.8%

想定為替レート ：（2007年1月～2007年3月） １２０円／ＵＳ＄、１５３円／ユーロ
想定原油価格 ：（2007年1月～2007年3月） ５５US＄／Ｂ（ドバイＦＯＢ）
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事業セグメント別業績見通し（売上高／営業利益）

億円

前年度
実績

今回
見通し

前年度
実績

今回
見通し

繊維 5,805 6,000 +195 (+3.4%) 207 195 -12 (-5.7%)

ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ･ｹﾐｶﾙ 3,380 3,700 +320 (+9.5%) 185 190 +5 (+2.8%)

情報通信材料・機器 2,350 2,700 +350 (+14.9%) 313 340 +27 (+8.8%)

炭素繊維複合材料 527 700 +173 (+32.8%) 118 180 +62 (+52.3%)

環境・ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ 1,541 1,600 +59 (+3.8%) 49 50 +1 (+1.6%)

ﾗｲﾌｻｲｴﾝｽその他 671 700 +29 (+4.3%) 65 75 +10 (+16.2%)

(内医薬・医療材) 435 450 +15 (+3.4%) 32 45 +13 (+40.3%)

計 14,275 15,400 +1,125 (+7.9%) 936 1,030 +94 (+10.0%)

消去又は全社 ▲ 6 ▲ 10 -4

連結 14,275 15,400 +1,125 (+7.9%) 930 1,020 +90 (+9.7%)

特記事項
売上高 営業利益

増減 増減

価格転嫁・高付加価値品へのシフト、テキスタイ
ルの輸出拡大を進め、増収の見込み。中国繊維
子会社が大幅に収益を改善したが、原燃料価格
高騰の影響をカバーし切れず減益の見込み。
自動車用樹脂コンパウンドを中心に拡販を進め
るとともに、ハイブリットカー用コンデンサー用途、
太陽電池用途など高成長分野でフィルムの拡販
を進め、増収増益の見込み。
ＰＤＰ関連材料、半導体関連材料、IT関連機器
が好調。光学フィルム、電子部品用フィルム、並
びにフィルム加工品の拡販も順調に進め、増収
増益の見込み。

航空宇宙・スポーツ・産業、全用途で需要が拡
大、米国子会社の増産増販効果もあり、増収増
益の見込み。

ＲＯ膜を米国、欧州、中国で順調に拡販すると
ともに、マンション、エンジニアリング事業が堅
調に推移し、増収増益の見込み。

効能追加による“フエロン”の増販、医療材の販
売も堅調に推移、ロイヤルティ収入の増加等も
あり、増収増益の見込み。
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Ⅲ．２００７年３月期単体
業績見通し
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単体業績見通し

億円

前年度実績 今回見通し
中間決算
時見通し

売 上 高 4,993 5,450 +457 (+9.1%) 5,450

営 業 利 益 375 410 +35 (+9.2%) 410

経 常 利 益 536 480 -56 (-10.5%) 480

当 期 純 利 益 242 150 -92 (-37.9%) 150

増減
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本資料中の２００７年３月期の業績見
通し及び事業計画についての記述
は、現時点における将来の経済環境
予想等の仮定に基づいています。

本資料において当社の将来の業績
を保証するものではありません。


